
市長の活動報告（令和７年１２月） 

１２月６日（土曜日）　「命のみなとネットワーク」海上輸送訓練　　　　　　　　　　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月１３日（土曜日）　２０２５Winter あなんにきてな『あなんＤＥ光の冬のまつり』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

椿泊漁港及び大潟地区岸壁において実施された

「命のみなとネットワーク」海上輸送訓練に出席し

ました 。 

昨年の能登半島地震では、道路寸断により被災地

への到達に時間を要し、復旧が大幅に遅れる事態と

なりました。本市を含む徳島県南部地域は能登半島

と類似した地形で、主要幹線である国道５５号が寸

断された場合、地域が孤立し人命や財産が失われる

危険性が極めて高い状況にあります。そのため、陸上

輸送のみに頼らない南部地域へのアクセス手段の確

保・整備は、迅速な復旧・復興のために不可欠です。 

今回の訓練では、港湾業務艇などの船舶を活用し、

傷病者の搬送や支援物資輸送の可能性を実地で確認

しました。徳島県下一の海岸線を有する本市にとっ

て、海上からの多角的な支援ルートを構築すること

は、防災・減災において大変心強い取り組みとなりま

す 。 

今後も港湾関係機関や沿岸部の自主防災組織等と

の連携を一層深め、大規模災害に即応できる体制の

整備を強力に推進してまいります。

牛岐城趾公園にて、「光のまち阿南」を県内外に広

く発信するイベント「あなんＤＥ光の冬のまつり」が

開催されました。 

冬の阿南を象徴するこの催しには、約８００人もの

方々にご来場いただきました。会場では、神崎幼稚園

の園児の皆さんの元気なカウントダウンに合わせ、約

３０万球のＬＥＤで彩られた１１本のツリーが一斉

に点灯しました。幻想的な光の演出が、多くの来場者

を魅了し、冬の夜を明るく照らしました。 

ステージでは、阿南高専吹奏楽部の演奏や富岡ダン

ススタジオのパフォーマンス、そしてスペシャルゲス

ト「花*花」の素晴らしい歌声が披露され、会場の熱

気は最高潮に達しました。また、多くのキッチンカー

や屋台も出店し、「見て」「食べて」楽しむことができ

る、活気あふれる賑わいの場となりました。 

今後もこのようなイベントを通じ、本市の魅力を積

極的に発信し、地域の活性化と郷土愛の醸成に取り組

んでまいります。



１２月１８日（木曜日）　阿南市こども計画ワークショップ　　　　　　　　　　　　　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月２０日（土曜日）　第７２回徳島駅伝阿南市選手団結団式　　　　　　　　　　　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

徳島県立富岡西高等学校において「阿南市こども

計画ワークショップ」を開催し、２年生１５名の皆

さんと意見交換を行いました。 

現在、本市では「こどもまんなか笑顔あふれる阿

南」の創生を基本理念とした「阿南市こども計画」

の策定に取り組んでいます。計画の主役である若者

の声を反映させるため、大人の視点だけにとらわれ

ない率直な意見を聞く場として設けたものです。 

ワークショップでは、５つの班に分かれてテーマ

ごとに意見発表が行われました。生徒からは「大人

に必要なくても、こどもに必要なことはたくさんあ

る」といった声のほか、多世代が交流できる公園の

整備、共働き世帯への支援として遅い時間まで対応

可能な預かり施設の設置、また学童保育制度の周知

の重要性など、具体的で鋭い視点による提案を数多

くいただきました。 

こうした次世代を担う方々の声は、阿南市の未来

を創るための極めて重要な指針となります。今後も

若者が意見を表明できる場を充実させ、誰もが「こ

のまちで育って良かった」と心から誇れるまちづく

りに努めてまいります。

来年 1 月に開催される第 72 回徳島駅伝に向

け、阿南市選手団の結団式を執り行いました。 

今大会は、美波町役場を出発し本市を経由し

て徳島市役所を目指す「南方コース」と、三好

市の池田駅前を出発する「吉野川南岸コース」

の２コースで実施されます。 

この度、新たに阿南市選手団の監督に就任さ

れた稲岡監督からは、「全員駅伝」のスローガン

のもと、各世代で力を付けている充実したチー

ム編成で優勝を目指すという力強い決意表明

がありました。 

一分・一秒でも早く次の走者へタスキをつな

ごうと懸命に走る姿は、市民の皆様に大きな感

動と希望を届けるものと考えており、今大会に

おいても、阿南市の代表として素晴らしい健脚

が披露されることを期待しています 

　私自身も団長として、時間の許す限り選手の

もとを訪ね、精一杯応援してまいります。


